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1. 2019年12月期第1四半期の連結業績（2019年1月1日～2019年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第1四半期 8,505 △4.1 583 △22.4 587 △21.6 365 △16.7

2018年12月期第1四半期 8,867 △1.7 751 △10.7 749 △10.8 438 △14.4

（注）包括利益 2019年12月期第1四半期　　415百万円 （△13.3％） 2018年12月期第1四半期　　479百万円 （△13.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年12月期第1四半期 334.47 ―

2018年12月期第1四半期 401.52 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年12月期第1四半期 30,892 13,771 39.1

2018年12月期 29,085 13,410 40.4

（参考）自己資本 2019年12月期第1四半期 12,083百万円 2018年12月期 11,755百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00

2019年12月期 ―

2019年12月期（予想） 50.00 ― 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年12月期の連結業績予想（2019年 1月 1日～2019年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,000 8.3 550 △15.7 550 △14.9 330 △7.4 301.85

通期 30,000 1.8 1,000 △24.2 1,000 △22.6 630 △11.6 576.27

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期1Q 1,153,263 株 2018年12月期 1,153,263 株

② 期末自己株式数 2019年12月期1Q 60,018 株 2018年12月期 60,018 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期1Q 1,093,245 株 2018年12月期1Q 1,093,285 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、全体的には緩やかな景気回復が続く一方で、世界各国におけ

る経済の減速感が高まり、先行きが不透明な状況で推移しました。 

建設業界におきましては、政府の着実な経済対策実施により、穏やかな景気回復は継続しているものの、人材不

足による労務費の高騰などは改善されておらず、厳しい環境が続いております。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、新規顧客の獲得や商圏の開拓を行い、受注拡大に努めて

まいりました。 

以上の結果、当社グループの業績につきましては、設備事業セグメントにおいて大型工事が完成した影響から前

期と比較して売上高は増加しましたが、建設事業セグメントにおいて工事完成物件が少なかったことから、売上高

は前年同期比4.1％減の8,505百万円となりました。

利益につきましては、売上高の減少に加えて、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブ

ライフにおいて人件費や販売促進費の増加により販売費及び一般管理費が増加した影響から、営業利益は前年同期

比22.4％減の583百万円、経常利益は前年同期比21.6％減の587百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期比16.7％減の365百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、当社の建設工事において前年同期に複数の大型工事の完成があった影響か

ら、売上高は前年同期比11.4％減の3,144百万円となりました。また、売上高の減少に加えて材料費及び労務費の

高騰により、営業利益は前年同期比21.9％減の281百万円となりました。

 

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社の設備工事において大型物件の工事完成があったことから、売上高は

前年同期比35.3％増の1,153百万円、営業利益は前年同期比44.6％増の72百万円となりました。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、施工業者の不足

等により売上棟数が減少した影響から、売上高は前年同期比7.5％減の3,611百万円となりました。また、連結子会

社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフにおいて、人件費や販売促進費の増加により販売費

及び一般管理費が増加した影響から、営業利益は前年同期比55.4％減の66百万円となりました。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、前年同期と比較し

て仲介手数料売上が増加した影響等から、売上高は前年同期比11.2％増の436百万円となりましたが、連結子会社

である株式会社リブライフにおいて人件費の増加等により、営業利益は前年同期比12.2％減の116百万円となりま

した。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高はほぼ横這いで推移し前年同期比5.0％減の158百万円となりまし

た。営業利益につきましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて人件費が増加した影響等から、前年

同期比21.0％減の44百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、工事完成の影響から受取手形・完成工事未収入金等が増加

したこと等により、30,892百万円（前連結会計年度末は29,085百万円）となりました。

負債につきましては、工事代金の支払により短期借入金が増加した影響等から、17,120百万円（前連結会計年度

末は15,675百万円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により13,771百万円（前

連結会計年度末は13,410百万円）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社グループの業績につきましては、2019年２月13日の「平成30年12月期 決算短信」で公表いたしました第２

四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,824,845 2,836,382 

受取手形・完成工事未収入金等 4,112,657 4,966,223 

たな卸資産 5,678,470 5,404,831 

預け金 150,818 283,283 

その他 456,077 425,066 

貸倒引当金 △2,784 △3,466 

流動資産合計 12,220,084 13,912,320 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 3,863,300 3,834,994 

機械・運搬具（純額） 884,466 856,824 

工具器具・備品（純額） 708,765 710,715 

土地 9,608,112 9,772,255 

リース資産（純額） 120,633 162,620 

建設仮勘定 56,121 12,048 

有形固定資産合計 15,241,399 15,349,459 

無形固定資産    

のれん 80,000 70,000 

その他 36,496 31,077 

無形固定資産合計 116,496 101,077 

投資その他の資産    

投資有価証券 564,545 595,390 

繰延税金資産 454,067 445,102 

その他 536,457 535,969 

貸倒引当金 △47,396 △47,195 

投資その他の資産合計 1,507,674 1,529,266 

固定資産合計 16,865,570 16,979,804 

資産合計 29,085,654 30,892,124 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 2,312,217 2,172,145 

短期借入金 2,800,000 4,245,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,037,012 1,007,012 

リース債務 83,100 82,975 

未払法人税等 151,206 178,757 

未成工事受入金 2,245,597 2,243,670 

賞与引当金 141,912 396,002 

役員賞与引当金 16,000 － 

完成工事補償引当金 165,354 165,208 

工事損失引当金 31,343 9,700 

資産除去債務 42,496 44,998 

その他 825,388 820,810 

流動負債合計 9,851,628 11,366,282 

固定負債    

社債 300,000 300,000 

長期借入金 4,238,878 4,136,625 

リース債務 62,302 97,208 

退職給付に係る負債 490,441 490,896 

役員退職慰労引当金 79,656 76,088 

資産除去債務 245,109 246,132 

その他 407,325 407,293 

固定負債合計 5,823,713 5,754,244 

負債合計 15,675,342 17,120,526 

純資産の部    

株主資本    

資本金 764,815 764,815 

資本剰余金 705,825 705,825 

利益剰余金 10,349,090 10,660,086 

自己株式 △110,121 △110,121 

株主資本合計 11,709,608 12,020,605 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 54,427 71,391 

退職給付に係る調整累計額 △8,297 △8,047 

その他の包括利益累計額合計 46,129 63,343 

非支配株主持分 1,654,573 1,687,649 

純資産合計 13,410,312 13,771,597 

負債純資産合計 29,085,654 30,892,124 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 8,867,824 8,505,268 

売上原価 6,911,048 6,525,815 

売上総利益 1,956,775 1,979,453 

販売費及び一般管理費 1,205,445 1,396,422 

営業利益 751,330 583,031 

営業外収益    

受取利息 2,642 3,036 

受取配当金 619 － 

持分法による投資利益 5,316 6,186 

その他 3,876 8,623 

営業外収益合計 12,455 17,846 

営業外費用    

支払利息 11,269 9,061 

社債利息 82 82 

その他 2,778 3,735 

営業外費用合計 14,129 12,879 

経常利益 749,655 587,998 

特別利益    

固定資産売却益 2,809 － 

特別利益合計 2,809 － 

特別損失    

固定資産除却損 28,120 0 

特別損失合計 28,120 0 

税金等調整前四半期純利益 724,345 587,998 

法人税等 235,786 189,263 

四半期純利益 488,559 398,734 

非支配株主に帰属する四半期純利益 49,580 33,075 

親会社株主に帰属する四半期純利益 438,979 365,658 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年３月31日) 

四半期純利益 488,559 398,734 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △9,352 16,963 

退職給付に係る調整額 331 249 

その他の包括利益合計 △9,020 17,213 

四半期包括利益 479,538 415,948 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 429,958 382,872 

非支配株主に係る四半期包括利益 49,580 33,075 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 

 

- 8 -

美樹工業㈱ （1718）　2019年12月期　第１四半期決算短信


	サマリー情報（20190424）.pdf
	添付資料（20190424）.pdf

